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コミュニティ開発に参加しよう！
～ PGCon 2008 に見る発展の方向性を踏まえて ～

NTT OSSセンタ

板垣 貴裕

コミュニティトラック

PostgreSQL Conference 2008
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自己紹介

所属
NTT Open Source Software Center エンジニア

PostgreSQLのサポート(トラブルシュート、コンサルティング)の傍ら、
PostgreSQLのエンジン・コアや拡張機能の開発に参加

PostgreSQL Contributor
http://www.postgresql.org/community/contributors/

PostgreSQLへの関わり
v7.4, v8.0 (2004)

初めてDBMSに出会い、ソースコードを読み始める

v8.1 (2005)
WAL Direct I/O

v8.2 (2006)
FILLFACTOR, CPUスケーラビリティ改善

v8.3 (2007)
Smoothed Checkpoint, 複数プロセスautovacuum, LIKE高速化 …

pgFoundry プロジェクト (2007～)
textsearch-ja (日本語全文検索), pg_bulkload (高速データローダ)
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Agenda

開発コミュニティ

開発の流れ

なぜコミュニティで開発するの?

何を開発するの?

どういう開発の場があるの?

参考にできるものは?

コミュニティと議論するには?

FILLFACTOR開発秘話

PGCon2008

開発に関する HOT TOPIC

まとめ



4

開発コミュニティ

コミュニティ主導での開発

世界中の開発者や企業が参加 (特定企業ではない)

PostgreSQLを「買収」することはできない

開発へ参加する方法はさまざま

PostgreSQL本体

拡張アドオン, 専用ツール

PostgreSQLを利用するアプリケーション

ドキュメントの整備

PostgreSQL is an open-source PROJECT.

Not only an open-source PRODUCT.

今回のテーマ



5

開発にかかわる人々

http://www.postgresql.org/community/contributors/
Core Team (7名)

意思決定メンバ。コミット権限を持つ
開発担当、広報担当、Webサイト担当などさまざま

Major Contributors (24名)
大きな貢献をしたメンバ
担当モジュールのコミット権限を持つ

Contributors (36名)
最近活動中の貢献者

もちろん、他にも…
開発議論へ参加した方々
バグ報告者
ドキュメントの整備、有益な情報発信をする方々

このうち、日本人は4名
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コミュニティ開発の流れ
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なぜコミュニティで開発するの?

コミュニティと議論する理由
コミュニティの知恵を借りたい

非常に優秀な洞察力を持つ方々が多い

指導者としてついて欲しい (Google Summer of Codes)

他の開発者と連携した開発を行いたい
相乗効果を生む複数の開発項目を調整したい

開発項目が被るのを避けたい

自分の欲しい機能を作っている開発者を応援する

オープンソースにする理由
PostgreSQL本体に変更を取り込んで欲しい

多くの人が目を通し、さまざまな環境で使われ、品質が高まる

バージョンアップ時のメンテナンスを任せられる

協力者、賛同者を得やすい
デファクト・スタンダードの地位を目指すことができる

個人で開発したソフトウェアを、業務で採用してもらいたい
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何を開発するの?

ネタさがし

「使いづらい」「面倒くさい」「操作ミスをした」と感じた箇所

商用製品として差別化できそうな箇所

世の中の流れ / 将来を見越して

ToDoリスト (http://www.postgresql.org/docs/faqs.TODO.html)

PGCon 2008 のセッションの人気度

例

VACUUM のかけ方を考えるのが面倒

自動メモリチューニング

他DBMS互換性の向上

マルチコアCPUを活かすには?

スケールアウト / レプリケーション を手軽に行いたい



9

どういう開発の場があるの?

データベース・コア
SQL構文の拡張

エンジンの性能改良

Hook + アドオン
PL/pgSQL デバッガ

インデックス・アドバイザ

外部プロジェクト
手続き言語 (PL/Java, PL/ruby)

接続用ドライバ (JDBC, .NET)

GUIツール (pgAdmin, phpPgAdmin)

コア開発

周辺開発
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pgFoundry : 外部プロジェクトの開発と公開

http://pgfoundry.org/

提供される機能
CVS

メーリングリスト

専用Webサイト

パッケージ配布

ニュース発信

URL

http://<プロジェクト名>.projects.postgresql.org

登録方法

希望プロジェクト名に概要を添えて申し込み
通常、3日程度で受理される
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学生向け : Google Summer of Codes

学生を対象とした、オープンソースソフトウェア開発のための報奨制度

http://code.google.com/soc/

http://www.postgresql.org/developer/summerofcode

http://wiki.postgresql.org/wiki/GSoC_2008

2008年

全文検索時の実行プラン改善

pgScript - pgAdmin 用スクリプト

ハッシュインデックスの性能改善

グラフィカルSQLビルダ

XPath 検索インデックス

Collation (文字のソート順) の改善

過去のプロジェクト

集約関数の拡張 (SQL2003)

基本XMLサポート (SQL2003)

Full Disjunction (特殊な OUTER JOIN) のサポート

ecpg (C言語埋め込みSQLコンパイラ) の強化

参加者の出身
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参考にできるものは?

ソースコード

ソースコード中のREADME

サンプル系 contrib モジュール

過去の議論とまとめ

メーリングリストの過去ログ

PostgreSQL Wiki (http://wiki.postgresql.org/)

ドキュメントと発表資料

PostgreSQL文書（マニュアル）

JPUGしくみ分科会資料
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メーリングリスト

http://www.postgresql.jp/npo/mailinglist.html

pgsql-jp
日本ユーザ会メーリングリスト

http://www.postgresql.org/community/lists/

pgsql-announce
PostgreSQLやサードパーティ製ソフトウェアのリリース・アナウンス

pgsql-general
一般議論用。

pgsql-bugs
バグ情報。投稿はWebフォームからも可能
(http://www.postgresql.org/support/submitbug)

pgsql-committers
CVSコミットログの送信先。PostgreSQLとpgFoundryの登録製品が含まれる。

pgsql-hackers
新機能やコミュニティ運営に関する議論用。

pgsql-patches
新機能やバグ修正パッチの投稿用。添付ファイルの制限が緩い。
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コミュニティと議論するには?

Developer FAQ

http://wiki.postgresql.org/wiki/Developer_FAQ

議論の流れ
必要性を訴える

外部仕様 (ユーザへの見せ方)

内部設計 (アルゴリズムとデータ構造)

パッチ投稿 (コードレビュー)

性能試験結果 (追試できる試験セット)

採用 / TODOリストに登録 / 却下

良い提案ならば、必ず採用される
意義と結果を明確に示すこと

SQL標準に従うことが好まれる

キーワード “Long-term solution” を忘れずに!
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開発プロセス

リリース：だいたい1年おきにリリース

v8.1 (2005/11) 10ヶ月

v8.2 (2006/12) 13ヶ月

v8.3 (2008/2) 14ヶ月

v8.4 (2009/3 予定) 13ヶ月

Commit Fest

v8.4の開発で新規に導入
http://wiki.postgresql.org/wiki/PostgreSQL_8.4_Development_Plan

http://wiki.postgresql.org/wiki/CommitFest

2ヶ月ごとに採用待ちパッチの採用/却下を決める

v8.3にて、パッチが溜まりすぎリリースが遅れたのを反省

v8.4のCommit-Festは、残り 7, 9, 11月
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FILLFACTOR 開発秘話
(v8.2)
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FILLFACTOR とは？

テーブルやインデックスのページに「隙間」を作る機能

CREATE TABLE/INDEX … WITH (FILLFACTOR = n )

90% 90% 90%

ページINSERTでは90%までしか使わない

FILLFACTOR=90

•UPDATEで「隙間」を利用 (テーブル)

•近い値のキー挿入時に「隙間」を利用 (インデックス)

本来近い場所に配置すべきデータが
複数のページに散らばるのを回避

POINT
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FILLFACTOR : 開発目的

Indexの分割を避け、性能劣化を防ぐため (*)

ページ内更新の最適化のための布石 (8.3 HOT機能)

(*) VACUUMの「10%ルール」 (～v8.1) の撤廃のため

UPDATEを行数の10%の回数ごとにVACUUMすべし

v8.2, v8.3では各種の改良がされ、必須ではなくなった

90% 50%50%
ページ分割

単品でも役に立つ &

将来的に他の改良との相乗効果が見込める
…ような項目が望ましい。

POINT
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FILLFACTOR : 仕様策定 ～ MLでの議論

必要性を訴える
どのように役立つか / 将来性はあるか / …

外部仕様 (ユーザへの見せ方)

どんなSQL文法にするか (PCTFREE vs. FILLFACTOR)

内部設計 (データ構造)

pg_class.relfillfactor (整数) vs. pg_class.reloptions (配列)

実装方式
WITH OIDS → WITH (OIDS = true) に統合

各フェーズでMLにて議論すること。

将来的な拡張性が要求されることが多い。
「とりあえず」という妥協は許されない。

POINT
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FILLFACTOR : 実装 ～ 変更箇所

処理の変更
pg_classシステムカタログに列を追加

SQL文法の拡張 (CREATE, ALTER)

各所のページへの行配置でFILLFACTORを考慮

周辺の整備

ソースコード中のコメントに記述を追加

ドキュメント (SGML) へ記述を追加

リグレッションテスト (make check) への項目追加

•完璧でなくても良い! コミュニティが仕上げてくれる。

•「どこを修正する必要があるか」を示す。
•既存コードを参考に。似た処理がある場合も多い。

POINT
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FILLFACTOR : 採用

開発リポジトリ (HEAD) へコミットされると
COMMITTERS ML にもメールが流れる

リポジトリログやリリースノートに名前が載る

pgsql: Add FILLFACTOR to CREATE INDEX.

•From: momjian(at)postgresql(dot)org (Bruce Momjian) 

•To: pgsql-committers(at)postgresql(dot)org

•Subject: pgsql: Add FILLFACTOR to CREATE INDEX. 

•Date: Sat, 1 Jul 2006 23:23:23 -0300 (ADT) 

Log Message: 

-----------

Add FILLFACTOR to CREATE INDEX.

ITAGAKI Takahiro
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PGCon 2008

The PostgreSQL Conference
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PGCon 2008

PostgreSQLのユーザと開発者のためのカンファレンス
http://www.pgcon.org/2008/

@University of Ottawa

5/20, 21 チュートリアル (4件)

5/22, 23 セッション (37件, 3並行)

Anniversary Summitから数えて今年で3回目
世界中から200名が参加 (昨年は120名ほど)

大手企業のユーザ、コア開発者の多くも集う
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PGCon セッション

開発者向け (5件)

HOT, GIN, 複数CPU性能, ダンプ不要のアップグレード

管理者向け (4件)

セキュリティ, 環境ごとの性能比較, Windows環境

先進機能 (5件)

全文検索, 地理情報検索(GIS), 外部データソース機能

スケールアウト (7件)

pgPool2, plProxy, Log-Shipping, Bucardo, …

アプリケーション (7件)

Npgsql(C#), JBossとの組合せ, NASAでの使われ方

コミュニティ (4件)

リリース管理, What PostgreSQL could learn from MySQL
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Developer’s Meeting

チュートリアル2日目の裏で開催

コア開発者と大手ユーザを合わせて26名が参加

5/21 10:00 ～ 17:00 ノンストップ

http://wiki.postgresql.org/wiki/PgCon_2008_Developer_Meeting

Agenda

Review of Commit-Fest

How to Deal with Sponsored Features

BuildFarm & Performance Regression Testing

Partitioning Roadmap

Vacuum Roadmap

Multi-CPU Queries

Platform-Specific Optimization

…
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HOT TOPIC : 運営 & マーケティング

Review of Commit-Fest

v8.4で新規に導入した方法はうまく働いている

MLでの議論 + Wikiでの進捗管理で今のところは順調

How to Deal with Sponsored Features

開発はできないが資金は提供可能な企業からの要望
Materialized View

個人ではなくコミュニティへの要望の扱いが整備

パッケージング

一括導入できるパッケージが望まれる

徐々に整備されつつある
Stack Builder (Windows インストーラ)

Postgres Plus (EnterpriseDB社)
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Stack Builder

PostgreSQL 8.3 Windows Installer 付属

項目のアップデートと充実が望まれる

(8.3現在)

接続ドライバ

.NET

OLE-DB

JDBC

ODBC

Slony-I

PostGIS

Ruby on Rails
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HOT TOPIC : 性能評価

BuildFarm & Performance Regression Testing

ビルドと単体機能試験はBuildFarmで自動化済み

環境依存の大きな性能試験をどう扱うか?

pgbench? pgUnitTest? Test harness by Sun?

Platform-Specific Optimization

これまでは、特定環境専用APIの使用は避けてきた

利用頻度の多い環境向けの最適化はすべきでは?

非同期I/O

posix_fadvise

Direct I/O
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HOT TOPIC : 主要開発項目

Partitioning Roadmap

拡張性、汎用性を維持したまま、利便性を高めたい

継承を使い続けるか? 専用機能を追加するか?

Vacuum Roadmap

VACUUMの今後の改良について
Free Space Map

Dead Space Map

Long-running transaction

Multi-CPU Queries

一括データ投入/取得への適用
パラレルCOPY

パラレルpg_dump/pg_restore

一般クエリでも並列化したい
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HOT TOPIC : スケールアウト・ソリューション

複数のスケールアウト・ソリューションがある

組み合わせて使うことが前提で、柔軟性は高い

初期設定が面倒で、組み合わせ検証が必要

振り分け層/データ転送層を分離する方向か?

運用系 待機系

振り分け層

データ転送層

プロキシ方式

pgpool, PL/Proxy

ドライバ方式

PostgresForest, Sequoia

SQL方式

pgpool

TRIGGER方式

Slony-I

ログ方式

warm-standby



31

まとめ

PostgreSQLは、ソースコードだけでなく、
開発に関してもオープンです。

建設的な議論ならば、必ず受け入れられる

あなたの成果を世界に広める手段

外部プロジェクトならば pgFoundry が便利です。
PostgreSQLの高い拡張性を活用する

「公式ツール」への第一歩

開発の経験は、PostgreSQLを使う際も有用

内部構造を知れば、効率的な利用法がわかる

拡張方法を知れば、アプリケーション開発の幅が広がる
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Thanks for listening!

Contact

itagaki.takahiro@oss.ntt.co.jp

textsearch-ja (日本語テキスト検索)
http://textsearch-ja.projects.postgresql.org/

pg_bulkload (高速データローダ)
http://pgbulkload.projects.postgresql.org/


